
市民憲章
1J1CくしE.51d:、利喧川とす昌吉lこ万こま杓自黙と歴史lごは

ぐくCfnr2:JH王子の市民で守。
打Eくしちは 田昌宗青文化1i!市をめざ弓市民としての語

りをも5、明日への開いをこめて ここに市民事章を定めます。
水と憶と主のに高いガいっぱいの 住ゐよいあびこにしま菅

由と体をきEえ生き生きと圏き 伸びゆくあびこにしま苦
老人を大切にし 手どもの夢在宵て季世話あびこにしま哲

ふるさとを霊し文出在高め盟力且あびこにします

ゐん在で岳しあいきまりを守り 明るいあUこにします
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い
よ
い
よ
H

火
災
シ

l
ズ
、
〆
到
来
。
ー
消
え
た
か
な
/
気
位
な
る
あ

の
火
も
う
一
度
し
を
全
国
統
一
僚
函
巳
、
合
年
も
竹
月
刊
山
臼
か
ら
位
向
2

8
ま
で
の

1
還
問
、
全
国
一
斉
に
1
秋
の
火
災
予
一
筋
還
動
し
ガ
展
開
さ
れ

ま
す
。
遜
動
の
重
点
白
岡
聞
は
升
高
齢
者
、
障
欝
者
等
を
中
山
U

と
し
だ
死
傷

者
防
止
L

、
ー
家
庭
及
び
地
繊
巳
お
け
る
防
火
L

、
1

不
特
定
多
叡
の
人

ガ
出
入
り
す
る
と
こ
ろ
の
防
火
し
で
す
。
尊
い
生
命
や
倒
産
を
一
一
聞
に
し

て
奪
っ
て
し
ま
う
火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
溜
断
や
不
注
遍
か
ら
起
き
て

し
ま
い
ま
す
。
み
怠
さ
ん
の
お
一
宅
で
も
こ
の
運
動
を
楼
に
、
火
の
元
の
チ

ェ
ッ
ク
奪
行
い
、
防
火
の
留
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

H
消
防
本
部
H

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
が

高

齢

者

・

障

害

者

等

を

進

行

す

る

今

後

に

お

い

て

は

、

こ

の

傾

中
心
と
し
た
死
傷
者
防
止
向
が
ま
す
ま
す
強
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
方
で
て
こ
町
人
達
が
火
の
安
全
な
使
用

ま
す
高
齢
者
な
ど
自
力
避
難
が
国
経
万
法
や
初
期
消
火
用
具
の
使
い
方
、
初

今
年
6
H
の
東
京
都
東
村
山
市
内
社
な
H
の
い
る
家
庭
し
で
は
、
一
層
的
火
災
火
に
関
す
る
知
識
な
ど
を
習
得
す
る
こ

会
福
相
法
人
昭
育
会
松
寺
岡
(
特
別
主
謎
予
防
を
心
掛
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
と
は
重
要
で
、
自
得
に
は
常
に
心
掛
け

老

人

ホ

ム

)

火

災

一

口

名

の

死

者

と

る

よ

う

お

願

い

し

ま

す

。

を

の

負

州

市

君

品

山

し

た

火

災

は

記

憶

家

庭

及

ぴ

地

域

ま

た

、

地

震

発

生

に

伴

う

火

災

の

危

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ

2
4
に

お

け

る

防

火

険

性

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

こ

と

や

放

火

自

力

避

難

が

国

維

な

高

齢

者

、

将

害

者

に

よ

る

火

災

の

発

生

が

増

加

し

て

い

る

が
火
災
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
死
間
半
は
昨
年
内
火
災
概
況
で
は
、
住
宅
火
災
こ
と
な
ど
か
ら
、
自
治
会
や
婦
人
会
な

非
常
に
高
く
主
り
ま
す
亡
件
数
が
1
万
9
5
5
2
け
で
総
出
火
件
ど
に
よ
る
、
自
主
的
な
近
隣
町
方
と
の

昭
和
則
年
中
町
火
災
に
よ
る
沌
者
は
数
町
四
・
9
%
ル
子
u
め
て
い
ま
す
“
相
互
協
力
に
よ
る
池
域
く
る
み
の
防
火

1
2
5
7
人
、
こ
の
7
ち
高
齢
者
は
、
こ
の
住
宅
火
災
的
防
止
の
担
い
手
は
、
体
制
も
、
た
い
へ
ん
大
切
な
も
の
と
な

全
体
的
U
1
%
を
出
め
る
5
9
2
人
普
段
家
庭
に
い
る
主
婦
ネ
」
中
心
と
し
た
っ
て
き
て
い
ま
す
t

捕
%
え
た
ノ
か
な

報道義主な釘事
(一斉サイレン政局直ぴ打錘〉

レンの吹鳴が、骨消防屈で軍事語的

斗
d
J

4
メ

1
1
9
番
す
る
と
「
は
い
1
1
9
番
一

(
消
妨
害
)
で
す
火
災
て
す
か
紋
急
で
一
曲
折

X

す
か
」
と
問
い
か
け
ま
す
亡
そ
の
間
い
一

4

か
け
に
応
じ
て
火
災
な
ら
「
火
事
L

、

竺

斗

サ

急
な
ら
「
数
急
中
」
と
ハ
ノ
キ
リ
一
一
d
い
っ
一

A
哨
♂

て
く
だ
き
い
。
続
い
て
場
所
を
尋
ね
ま
一

j
s

，

消

火

器

具

の

選

U

H

使

い

五

遊

山

す

の

で

、

住

所

在

一

出

口

際

と

な

る

雨

前

雑
の
埼
所
・
仕
方
、
防
火
管
理
体
制
的

H

も
の
を
忘
れ
ず
に
い
っ
て
く
た
さ
い
ら

位

五

備

、

白

治

会

単

伎

で

の

自

主

防

災

相

川

火

事

で

す

早

く

来

て

く

た

さ

い

」

と

一

回

同

は

民
間
っ
く
り
な
と
、
防
火
対
策
に
つ
い
て
山
火
災
や
数
急
な
ど
の
緊
急
の
と
き
、
い
っ
た
た
け
で
屯
話
を
切
っ
て
し
ま
っ
一

E
E
d

わ
か
ら
な
い
こ
と
カ
一
豆
一
い
ま
し
た
ら
V
1
1
9
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
消
防
車
十
て
は
由
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
埼
耐
を
忘
一
2
4
皆

お
気
軽
に
こ
連
絡
く
だ
さ
い

H
消
防
…
故
急
車
を
依
一
明
し
ま
す
が
、
当
事
者
れ
す
に
正
確
に
お
問
い
し
ま
す
一
本
防

本
部
予
防
係
官
(
制
)
0
1
1
9
川
か
気
が
動
転
し
て
い
て
正
路
に
通
報
ま
た
、
勇
気
を
だ
し
て
大
声
で
近
所

川
て
き
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
に
知
ら
せ
、
助
け
を
去
る
よ
と
も
太
一
僻
斌

あ

わ

て

て

1

1

0

番

し

て

し

ま

う

切

な

こ

と

で

す

〉

一

一

J
l

H

人
や
自
分
の
住
所
を
ハ
ノ
キ
リ
い
3

一
ヨ
重
明

ふ

、

2

左

に

一

吊

し

た

よ

う

な

も

田

を

電

話

檀

一

酉

富

岡

l

川
ず
に
切
ゥ
て
し
ま
う
人
ま
た
消
火
の
そ
ば
に
貼
っ
て
極
く
と
僅
利
て
す
一

E
E戸

川

t
j
1
1
1
1を
忘

れ

て

司

引

i

i

j

'て

し
ま
う
λ
t
去
り
ま
す

O
O
一
了
自

O
番

O
号

汁

噛

A
1

川
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
h
消

防

署

円

相

川

町

釦

「

出

町

同

「

ー

ー

ー

:

川
口
貝
の
現
場
到
着
が
淫
札
、
在
害
が
大
一

一

東

太

郎

一

郵

便

局

か

ら

ー

さ

く

在

「

た

り

人

命

に

カ

カ

わ

る

…

北

へ

5

軒
目

!
こ
と
が
少
な
〈
あ
り
ま
せ
ん

(学校、職所轄の立入検査〉
11月26日からほ月 3目白 8日問、

通知を出した学校、事撞所、危険物

施設に防史検査のため消紡署職員が

伺いますのでご協力をお願いしますD

(櫨審人宅の防火鯵断〉
日月日目、同日田 2日問、 70語以

上の独居老人宅に消防署職員 2名が

向い防火チェックを行います。

防

火

に

つ

い

て

の

相
談
は
消
防
本
部
へ

陣璽璽盤璽傘

(機鵠点検]l(J放水競技大会〕
11月四日の午前中、消防鞍員と消

防回世員が各骨屈を巡回し施設と器

具の点検を行い、午珪からは李Ij担川

河川敷{古戸地先)で抽ホ置技大金〈消

訪図}を行います。~見学自由一

(火災予防キーホ11，タ同の腕)
火災予防キヤンへーンとして危性

物安全協舎と防火協会から、消防士

をデザインしたキーホルダーを小学

4・5・6年生に配布。カバンなどに

付け可愛いがってください。

今
年
に
入
勺
て
市
内
で
発
生
し
た
火

災
件
数
は
、
日
月
白
日
現
在
出
件
。
叩

日
に
1
件
円
割
合
で
火
災
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
件
数
を
昨
年

同
期
(
日
件
)
と
比
較
し
ま
す
と
、
四
件

円
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
火
災
に

よ
る
鍋
害
訴
は
、
4
2
0
0
万
円
で
昨

年
河
期
よ
り
1
2
0
0
万
円
増
加
。
こ

れ
は
、
大
規
模
な
火
災
が
2
件
あ
勺
た

市
内
の
消
防
回
は
幻
。
様
々
の
臨
刷
業

内
2
6
6
名
の
団
員
が
口
万
5
0
0
0

市
民
の
生
命
や
財
産
を

1
る
た
め
、
日

頃
か
ら
訓
練
、
機
械
点
検
に
励
み
、
夜

間
的
見
向
り
等
を
行
っ
て
い
ま
す
u

鎮

火
後
は
後
片
付
け
水
害
時
は
警
成
、

政
助
に
伎
を
徹
し
て
活
動
す
る
こ
と
も
U

下
億
一
胤
一

一

一

約

金

璽
一
広
廿

一

一

時

防

付

一

一

叩

と

掛

一回

T
三

前

会

び

一，

v一
午

協

呼

一
白
金
を

一
四
聖
火

戸

飛

一

時

間

楠

/

(

¥

危

樟

(火災予防ポスターの蹴〉
小・中学校で遊ばれた史民予防ポ

スタ の慢秀作品約 200点令市内金

融世間及び大型庖舗に展示。応募者

には危蹟物安全協会、防火協会から

担品が進呈されます。

入|不
り|特
す|定
岱 I~

~ I薮
宝|の

め人
防が
火出

XJ~ t司
を，>:，主
主ιg吉
フグ〉

よ長i廿
う子寺
お 3菅
原H耳1

1.- 1立
ま
寸一羽田
'し、
グ〉

ι主

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
広
が
る
前
、
あ
る
い
は
、
堅
や
障
子
、

火
災
陪
別
で
は
、
建
物
火
災
が
H
け
し
す
ま
に
燃
え
持
っ
て
い
る
附
に
消
し

て
全
体
的
品
%
キ
占
的
、
車
両
火
災
4
止
め
る
こ
と
で
被
害
を
少
な
く
す
る
こ

件
、
宅
地
な
ど
の
そ
の
他
火
災
日
付
と
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
に

ι一
家

な

っ

て

い

ま

す

亡

に

ひ

と

つ

は

消

火

器

出
火
原
凶
で
は
、
た
き
火
の
一
小
始
末
を
備
え
、
使
い
方
が

と
火
泣
ひ
が
各
6
n
で
ト
ノ
フ
で
、
天
で
き
る
よ
っ
に
し
た

よ
ら
油
4
件
、
放
火
(
疑
い
含
む
)
4
件
、
い
も
の
で
す
。

た
は
こ
2
門
、
屯
気
ス
ト
7
2
け
と
ま
た
、
こ
の
火
災

続

い

て

い

ま

す

。

予

防

運

動

を

機

に

、

こ
れ
ら
の
火
災
は
位
大
を
除
け
ば
、
も
う
一
度
火
の
怖
さ
、

捜
本
的
に
は
不
注
直
に
よ
っ
て
起
き
て
防
火
へ
の
取
り
組
み

い
ま
す
。
あ
な
た
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
を
認
識
し
、
一
人
ひ

の
ス
キ
を
火
は
ね
ら
っ
て
い
る
の
で
す
u

と
り
が
日
頃
か
ら
火

火
災
的
被
害
を
最
小
限
に
良
い
止
め
の
一
花
の
古
一
検
に
は
細

る
に
は
、
初
期
消
火
が
も
っ
と
も
大
切
心
的
注
意
を
払
い
ま

と
い
わ
れ
て
い
土
す
A

火
が
般
に
燃
え
し
よ
う

百
貸
出
、
旅
館
、
飲
食
広
主
ど
不
特

定
多
数
町
人
が
出
入
り
す
る
と
こ
ろ
で

ひ
と
た
び
火
災
が
発
生
す
る
と
、
大
勢

い
の
万
円
人
命
か
危
険
に
さ
ら
さ
れ
ま

す
れ
多
く
の
B

十
々
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
の

型
煙
、
裸
火
の
使
用
は
定
め
ら
れ
た
埼

所
で
す
る
よ
う
お
闘
い
し
ま
す
。

ま
た
、
万
一
円
火
災
に
備
え
、
避
難

訓
練
、
夜
間
的
避
難
誘
導
体
制
、
消
防4動

⑦⑦⑮⑫  
i謀議費奮騒いて

正しい通報でちいきな被害

両型車一一母一賢一段一

下総基地の

11月29日(日)午後1時

市民会館ホール(入場無料)
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名
と
目
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
我
孫
子

市
中
央
公
民
館
が
社
会
教
育
関
係
の

団
体
の
部
で
他
的
3
団
体
と
と
も
に

受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
貨
は
学
校
保
健
、
益
術
文
化
、

社
会
教
育
、
教
育
行
政
、
学
校
教
育

の
各
分
野
で
特
に
功
績
向
あ
っ
た
個

人
、
同
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
我

孫
子
市
に
と
っ
て
社
会
教
育
団
体
の

部
で
の
受
賞
は
初
め
て
の
こ
と
。

今
回
の
受
賞
は
、
身
近
な
学
宵
施

設
と
し
て
唱
仏
い
年
齢
層
に
多
憶
な

学
習
機
会
を
提
供
し
た
こ
と
、
文
化

活
動
の
拠
点
と
し
て
多
梯
な
事
業
を

推
進
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
特
に
牛
語
教
育
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
て
き
た
全
国
で
も
珍
し
い

4

年
制
の
長
寿
大
学
で
の
実
績
が
評
価

さ
れ
i

ま
し
た
。

こ
の
受
賞
で
公
民
館
を
拠
点
と
し

た
社
会
教
育
活
動
、
文
化
活
動
は
ま

す
ま
す
弾
み
が
つ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

中央公民豊富I;!

県教商功労賞

;言問主主当強引

多機な活動、評価される

指 U z 

郷
土

講
ず
鮪
官
民
説
得
持
し
伊
藤
周

つ

手

翼

沼

馬

辺

で

育

っ

た

民

俗

芸

能

と

日

本

古

来

の

伝

統

的

怠

笛

、

太

鼓

に

よ

『

お

時

十

会

』

と

と

も

に

出

摘

。

つ

い

た

モ

チ

は

格

別

で

す

。

る

お

は

や

し

の

競

演

。

恒

例

の

郷

土

芸

能

祭

ガ

竹

月

初

日

、

市

民

会

館

で

行

わ

@

ひ

ょ

っ

と

こ

睦

「

架

り

同

学

」

「

旦

な

お

、

今

一

同

は

ゲ

ス

ト

と

し

て

歌

手

神

楽

」

。

の

三

燥

正

人

さ

ん

を

お

川

町

び

し

て

い

ま

れ

ま

す

。

ゲ

ス

ト

に

叡

手

の

三

修

正

人

さ

ん

を

飽

き

、

あ

わ

せ

て

モ

チ

っ

き

大

L

。

揮

崎

神

明

社

+

二

度

神

楽

「

餅

投

す

。

耳

東

京

口

7

ン
チ
力
的
メ
ン
パ

会

も

。

ご

家

族

お

そ

ろ

い

で

お

楽

し

み

く

だ

さ

い

。

1
社

会

教

育

課

ー

の

茸

」

実

際

に

お

モ

チ

を

ま

く

め

で

た

で

現

在

は

ソ

ロ

で

活

躍

中

。

芸

能

県

に

囲

み

、

生

ま

れ

育

っ

て

き

た

お

は

や

し

い

零

花

を

添

え

る

こ

と

で

し

ょ

う

ロ

主

い

で

す

が

、

そ

れ

ぞ

れ

葬

主

主

戸

は

や

し

連

中

「

室

内

閣

」

〉

仰

:

わ
い
が
あ
り
、
そ
の
違
い
を
発
見
す
る
ご
存
知
、
歌
茸
伎
で
有
名
な
勧
進
帳
。

l¥サ
匂
l
J

の
も
楽
し
み
の

U
と

つ

と

な

る

こ

と

で

里

神

楽

風

に

ア

レ

ン

ジ

し

ま

す

。

当

日

、

午

前

日

時

か

ら

正

午

ま

で

モ

麟

ま

レ

い

し

よ

う

の

い

ず

れ

も

生

活

に

恨

き

し

た

、

ま

さ

チ

っ

き

大

会

を

催

し

ま

す

0

4

壬

ム

一

(

争

出

演

者

と

演

目

(

出

演

頗

)

に

県

民

文

化

の

み

ご

と

な

開

花

と

い

え

郷

土

芸

能

自

で

、

そ

し

て

耳

で

臨

罫

輩

記

-

O
あ
ぴ
こ
ふ
る
さ
と
会
「
大
杉
様
」
る
で
し
ょ
う
u

楽
し
む
前
に
、
郷
土
の
昧
を
舌
で
楽

L

W

が
噴
門

ν
t
{
一

「
屋
台
」
「
凹
丁
目
」
「
仁
羽
」
。
子
ど
も
の
こ
の
郷
土
“
一
回
能
祭
を
め
ざ
し
、
そ
れ
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
ウ
ス
と
キ
ネ
で

d
L

ぞ
れ
の
出
摘
者
は
仕
事
の
か
た
わ
ら
集

ま
り
、
熱
の
こ
も
っ
た
練
習
を
続
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
こ
車
場
易
」
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
(
入
場
無
料
)
。

き
る
日
月
2
日
(
月
)
千
葉
市
民
会

館
で
、
沼
和
田
年
度
教
育
功
労
者
表

幹
式
が
行
わ
れ
ま

L
P」
。
県
内
向
教

育
関
係
の
各
分
野
か
ら
他
人
1
2
0

モ
チ
っ
き
大
会
も

躍動する鮮と1)ズみ

歴

史

が

培

っ

た

ゲ

ス

ト

に

三

篠

正

人

さ

ん

11月29日(日)五後 1J

市民会館ホール(入場無料)

郷

土

芸

能

、

一

堂

に

胸
た
か
ま
る
祭
り
。
そ
の
軒
を
盛
り

上
げ
、
人
々
の
耳
を
ひ
き
つ
け
て
き
た

の
は
筒
、
太
鼓
、
鐙
町
一
苦
き
“
そ
し
て

白
を
楽
し
ま
せ
て
き
た
の
が
威
勢
の
い

い
山
車
と
そ
の
上
で
く
り
U
ろ
げ
ら
れ

た
茸
い
の
数
々
。
千
賀
沼
周
辺
に
も
こ

れ
ら
の
お
は
や
し
ゃ
茸
い
が
あ
り
、
現

在
で
も
脈
々
と
受
け
継
カ
れ
て
い
る
の

で
す第
8
回
を
数
、
え
る
こ
と
し
の
蝿
上
芸

能
祭
は
字
句
に
充
実
ハ

H

常
連
ν

町
市

J

内
1

古
戸
は
や
し
連
中
ヘ
ー
あ
び
ニ
ム

正
る
さ
と
会
」
そ
し
て
「
ひ
ょ
っ
と
こ
桂
」

十
燥
に
加
え
、
沼
南
町
か
ら
「
塚
崎
神
明
村

ゲ
二
一
十
二
厚
柑
楽
」
の
皆
様
を
特
別
に
お
迎

不
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
手
間
日
沼
を

特別会計

瓦瓦司予算現額| 担入制服 |執行率

国民陸軍|吋 |歳入 11l障制万円 1
40.8%

保険事菜 11刷万円|歳出 110憶1剖3万円 137.5%

土地 K 画 11l憶 |歳入 110惜 613)]円|倒 2%

笠理事案内田万円|歳出| 削 6万阿 1 2.2%

公共下水道|日時 |注入 1 5伽四万円 123.8%

事 業|ド4羽叩9目5師円|歳拙出 15悟出刀円l'山0.4%
手刊刊R釦i沼目浄削(化t1 1鴎{憶章 |阿議臥入刈| 山叫25万胴円 |ド同7円7.7%

事 案判|ド2削万朋円|同歳制出叶| 山万朋円叫1 9.3陥% 

在人保健|哨 |歳入 11叩0闘川円l'品5.2%
事 判叩O刊万円|同歳嗣制制11出Il川11 9首m 叩円|いい4叫2.7%

公共朋肌地 lo..o~~1歳入円10 % 
18450万円

取得事業 1.....". 1歳出円I0 % 

は
呂
町
内
需
拡
大
に
作
一
つ
補
正
事
業
も

吉
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
諸
卓
業
向

財
沼
町
は
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
操
り

入
れ
4
倍
1
0
0
0
万
円
、
思
庫
補
助

金
2
憶
4
0
0
0
万
円
、
操
越
金
Z
倦

2
1
0
0
万
円
、
地
万
依
1
侍
3
2
0

0
万
円
等
を
あ
て
て
い
ま
す
。

Q
明
間
聞
の

昭
和
田
年
皮
肉
特
別
合
計
当
初
予
算

は
、
水
道
事
業
会
計
を
除
き
田
億
8
8

6
0
万
円
(
対
前
年
度
比
日

6
%増
)

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
ロ
そ
の
後
9
月

に
干
水
道
事
業
会
訂
て
1
憶
8
4
6
0

万
円
の
増
額
補
正
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
に
公
共
用
地
取
得
事
業
特
別
会
計

を
設
置
し
、

8
4
5
0
万
円
を
子
持
計

上
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
特
別
会
計

内
子
算
現
在
高
は
岨
憶
5
7
7
0
万
円

(
当
初
予
算
比
3
・
1

%
増
)
と
な
っ

て
い
ま
す
ロ

市
が
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
告
進
め
て
い
く
中
で
、

そ
れ
に
要
す
る
費
用
と
し
て
、
ど
れ
く
ら
い
版

入
(
歳
入
)
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

か
(
輩
出
)
を
お
知
ら
せ
す
る
の
が
財
政
事
情

の
公
表
で
す
。
回
年
度
上
半
期

(
4月
1
a
i

9
月
初
日
)
の
財
政
事
情
は
衣
の
通
り
で
す
。

H
問
い
合
わ
せ
財
政
課
l

ペ
ロ
品
町
駅
)

昭
和
田
年
皮
肉
当
初
予
算
は
、

1
7

5
的
3
5
0
0
万
円
(
対
前
年
度
比
7
・

8

%
減
)
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
後
9
月
に
叩
億
2
2
0
0
万
円
同
大

型
増
額
補
正
を
行
い
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
は
1
8
5
億
5
7
0
0
万
円
、

(
当
初
予
算
比
5
・
8

%
増
)
と
な
り
、

昭
和
引
年
度
歳
出
決
算
額
規
模
を
わ
ず

か
な
が
ら
上
回
り
、
積
極
的
な
財
政
運

営
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
聖
補
正
の
事
業
内
容
は
、
我

孫
子
駅
南
北
都
市
改
造
事
業
費
に
7
倍

1
5
0
0
万
円
、
我
孫
子
駅
北
口
自
転

車
監
車
場
聾
備
事
業
に
1
億
3
2
0
0

万
円
を
、
市
営
住
宅
根
古
屋
団
地
立
替

準
備
事
業
に
4
7
5
0
万
円
、
道
路
維

持
管
理
事
業
に
3
0
0
0
万
円
、
天
壬

ム
円
行
政
連
絡
所
整
備
事
業
に
8
4
8
万

円
な
と
を
予
算
化
し
て
お
り
、
な
か
に

V
方
法
現
在
お
持
ち
の
古
い
刊

本
館
で
も
引
き
続
き
受
付
中

用
券
を
持
参
し
、
利
用
券
受
付
窓

電
算
処
理
や
統
計
額
的
正
確
化
E
、
日
で
新
券
と
お
取
り
嘗
え
く
だ
さ

旧
券
の
汚
鎖
、
破
損
の
取
り
替
え
を
目
い
。

的
と
し
て
、
止
の
要
領
で
凶
書
利
用
券
謀
更
新
期
間
的
終
了
し
た
本
館
で

の
更
新
を
z
甘

い

ま

す

ロ

も

、

引

き

続

き

受

け

付

け

ま

す

u

v対
象
黄
緑
、
黄
、
青
色
町
利
用
券
な
お
、
布
佐
分
館
で
は
史
新
前
の

を

お

持

ち

の

万

子

続

き

は

で

き

ま

せ

ん

の

4
更
新
期
間
・
場
所

期

間

場

圏書利用券の更新
かたしまみ済~つも

担入

予算現額 程入杭況 執行率

水道事業眠益 201芭8368万円 111章6日万円 53.1% 

資本的収入 I{~5凹9万円 3626万円 22.7% 

計 22憧4367万円 11控4259万円 50.9% 

支出

予算現額 支出状況 執行車

水道事案費用 181E4486万円 71章2143万円 39.1% 

資本的支出 lOfl!Z752万円 11章3156万同 12.8% 

計 28憧7238万円 8{e5299万円 29.7% 

一般会計の総額

185傭57日日万円!こ

所

水道事業会計

湖
北
ム
口
分
舘
官
側
3
0
5
5

そ
よ
か
ぜ
号
告
側
0
9
0
9

町
品
川
ま
で

W
花
刷
附

1
%川

布
佐
分
館
官
側
1
3
1
1

第721号
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溺ノ

huガ
留
の
食
生
活
は
問
問
品
胞
の
時
代
だ
な
い
お
れ
℃
い
務
習
。
蹄
措
療

援
碍
リ
る
絞
め
C
は
、
食
事
汐
大
切
紙
こ
と
は
い
う
撲
で
も
あ
り
ま
せ

ん
汐
、
生
活
の
変
化
忽
ど
は
よ
り
繭
畿
の
大
切
さ
ガ
見
逃
さ
れ
ガ
ぢ

で
す
@
こ
の
慾
は
位
一
夜
直
消
防
総
以
よ

1
闘
で
も
長
く
生
き
て
湾
中
平
践
し

だ
人
生
を
送
る
た
め
、
綴
仲
宜
浴
後
六
事
門
L
し
ま
し
ょ
う
巴

日
市
民
生
活
総
長

{建廉を守るためには食事から

-
器
部
食
品
を

品
取
「
広
言
吋
日
u
本
削
必
政
弘
治
」
と
い
う
言
ぬ
食
品
め
か
そ
え

絡
を
闘
凡
む
り
、
問
問
い
と
り
す
る
二
と
が

H
は
、
献
立
て
約
様
材
料
食
品
内

U
と

多
く
な
り
ま
し
、
ぺ
こ
れ
は
山
成
本
化
物
、
つ
れ
ν
と
つ
が
争
点
援
し
な
い
よ
う
に
し
ま

紛
紛
及
川
v
h
r
r八
白
百
九
円
摂
陥
棋
の
パ
ラ
シ
す
ω

ま
た
、
砂
階
、
塩
、
昨
、
し
よ
う

ス
か
よ
い
食
事
を
さ
一
て
け
い
ま
ナ
e

油
、
祭
事
科
や
ア
ル
コ
ん
な
ど
は
郎
防

食
事
は
一
家
団
ら
ん
で

良
半
は
京
総
ぞ
ろ
ヲ
て
、
〈
》
ろ
い

だ
主
削
四
一
丸
内
中
小
L

と
る
い
、
?
と
が
明
記
4
Z
L

い
事
で
す
し
し
か
し
、
り
と
り
ひ
と
り

の
牧
泌
パ
タ
ー
ン
が
異
な

η
食
事
時
間
間

に
も
ザ
ヘ
レ
が
あ
る
た
め
、
同
仁
武
唱
を

州
内
か
と
い
う
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
》

て
い
ま
す
D

ゆ
っ
く
り
す
る
時
閣
の
な

い
続
女
や
た
と
い
設
定
は
と
も
か
く

ゼ
め
て
夕
立
は
ゆ
と
り
ル
外
之
、
政
期

今
回
み
、
家
絞
め
後
ら
ん
め
拭
吋
1
d
しんに

い
も
の
や
与
す
叫

避
け
た
い
子
供
の
偏
食

学
的
同
絵
立
に
つ
い
と
学
淑
約
時
貯
鈎

去
を
し
て
み
る
と
ピ

i
ザ
ヘ
一
一
ン
リ
マ

ン
、
ホ
ウ
レ
一
〆
教
な
い
と
の
は
特
災
色
幹
柴

号
機
い
弘
子
が
多
い
Z

い
う
緑
茶
が
出

ご
い
ま
e
W
9
0

山肌
M
仰
に
対
す
る
堵
好
は
品
初

出
品
叩
掛
か
，
り
合
格
納
に
形
成
さ
れ
ま
す
ん

綬
か
な
殺
体
験
を
与
え
ら
れ
て
成
長
し

た
子
然
は
肉
掛
か
な
人
間
関
係
が
は
ぐ
く

ま
れ
る
と
門
同
時
に
多
惨
な
味
覚
的
段
界

長
味
わ
寸
こ
と
が
で
き
ま
す
ル
ま
た
、

反
対
に
宜
体
験
が
設
し
い
と
味
料
凡
川
町
出
掛

地
が
せ
ま
く
‘
内
見
物
心
持
十
る
味
噌
絡
が

奇
跡
玄
ぬ
画
一
Z
佐
官
て

壁

沿

{

代
阿
部
閉
の
秋
に
し
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
B

向
M
A
H

め
泌
を
発
表
す
，
o
c
L
9
a
3
年
い
ふ
ゆ
か
し
と
ご
と
え
八
と
波
町
鴨
川
山
一
一
議

議
1
M出
我
孫
r
T
国
間
開
先
来
ブ
ふ
ス
刊
す
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
め
プ
j
ん
ジ
辺
倒
開
即
発
的
カ
セ
ソ

j
テ
!
?
を
問
問
か
そ
で
く

J

バ
ル
貯
L

が
出
国
怒
鱒
お
で
γ

筋
線
ナ
ゐ
作
曲
コ
ン
ク
j
ん

じ

も

人

伐

れ

る

倒

防

い

て

み

る

h
y
ゑ
数
約
終
狩
2
・

音
楽
家
を
集
め
て
、
今
仇
付
加
、
M
u
n
に
作
曲
に
は
、
コ
/
と
た

j
ダ

i
や
翁
よ
る
作
品
に
思
え
た
が
‘
災
は
一
人
で

市
民
会
結
で
行
わ
れ
る
で
イ
ベ
J

ト
を
う
悶
生
の
継
器
の
設
を
料
品
針

L
、
そ
れ
掠
奪
し
た
寸
前
を
使
っ
て
作
品
附
し
た
も
の

今
一
謝
し
た
内
は
‘
鳩
山
域
的
ぷ
機
活
動
を
を
サ
ン
ツ
ラ
!
と
い
う
機
械
を
按
三
し
ど
し
い
ド
う

盛
け
あ
げ
よ
う
と
設
な
さ
れ
た

w
我
孫
電
子
的
に
液
検

amAー
し
て
市
聞
を
つ
く
伶
品
問
中
ぶ
と
し
ぐ
の
γ

市
動
的
ば
カ
に
、

子
世
間
際
・
文
化
フ
ォ
ラ
ム

ι

そ
の
仔
山
ベ
災
制
す
る
ぷ
り
む
削
い
て
も
ら
誠
一
応
め
チ
熱
力
丸
山
山
人
〈
ら
い
を
集
め

制
悦
代
後
定
的
作
拘
家
ト
昭
和
光

上
桜
子
ん
は
~
持
続
か
符
裂
に
欲
わ

り
て
い
た
た
め
3

悲
め
端
か
ら
ど
ア
ノ

を
弾
い
て
い
た
と
い
う
c
資
事
恥
か
ら
滋

喜
一
ぎ
か
J

た
時
期
も
あ
ヮ
た
が
中
苧
持

ー
一

l

f

…
代
に
は
、
自
五
リ
的
に
ツ
ォ
ク
ソ
ェ
γ

j

f
 

ー
や
コ
;
ラ
ス
な
し
て
に
取
り
山
間
む
主
》
に

守，，nxu
 

《

UJvf
 

)
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4
u
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11月25閃・ 26B

み
な
時
ん
が
家
、
畿
で
州
民
汚
し
て
い
る

計
紙
M
W
…
は
か
り
〕
的
無
料
検
査
を
行
い

ま
す
。
給
伎
を
確
認
す
る
内
政
い
機
会
で

す
め
で
ぜ
ひ
、
お
持
ち
く
だ
冬
い
。

な
お
‘
当
日
ロ
来
場
さ
れ
た
万
に
、
山
斎

乏
し
〈
な
り
ま
す
D

食
事
に
つ

綴
か
る
か
ら
与
え
な
い
の
で
は
な
〈
、

ど
ヲ
し
た
ら
好
き
に
な
る
か
緩
む
幣
力

し
、
知
ト
一
日
?
U

を
し
ぼ
っ

エ
ネ
ぬ
肢
が
や
盆
怒
し
ま
す
ョ

幽

v
対
象
副
削
鼎
臓
器
ヘ
ル
ス
メ

i
タ
!
、

キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
、
ベ
ピ
ー
ス
ケ

i
ル
、
体
滋
計
、
駆
使
U

討
〈
自
動
防
‘

排
気
的
務
を
品
怖
く
)

相
路
背
開
の
入
醤
串
諦
護
持

来
春
入
盟
希
護
者
へ

灼
人
同
闘
中
誌
が
必
要
で
す
。

wv
入
間
闘
で
怠
る
年
齢

0
な
か
ら
F
b
嶋崎

ま
で
「
0
曜
に
つ
い
て
は
出
会
冷
ふ
線
総

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
角
〉

マ
申
請
方
法
人
限
山
中
総
燃
は
児
筆
家

窪
議
及
川
V

品
保
特
例
に
あ
り
ま
す
じ
市

受
付
は
H
H
同
月
初
日
ま
で

wv
入
閣
幽
の
基
準
究
室
町
然
縫
務
的
い

ず
れ
も
カ
、
つ
冬
丹
治
州
か
ら
や
迭
で
仰

い
ず
れ
カ
に
政
お
し
、
欲
的
時
出
陣
織
内
が
潟

一一荘
J
f品
目
見
盈

必
昼
間
岡
山
〕
矧
晴
海
川
河
川
に
州
判
例

ゑ
昼
間
同
に
一
勝
滋
内
で
労
働

ベ
絞
い
防
的
問
中
ま
た
は
出
産
後
間
が
な
い

気
設
ま
た
は
身
体
い
」
問
問
主
口
が
あ
る

め

wh例
入
円
台
殺
な
ど

波
予
地
内
災
害
主
と

小中巾
U
R
が
認
め
る
泌
各
号
以
癒
す
る
状

敏
仁
あ
る
こ
と

を
お
、
就
労
者
は
l
u
u
s
時
間
問
、
は

お
ヨ
で
最
低
I
0
0
時
間
以
上
内
純
労

カ
必
要
で
す
ρ

ま
た
学
飾
品
別
児
窯
が
2

人
円
以
上
い
ゐ
開
明
会
一
沼
、
す
べ
て
の
児
章

上原和夫九〈総務ゆ

立
川
市
柑
時
間
脅
湖
北
台
、
東
あ

ひ
こ
ろ
機
戸
、
持
拡
木
、
つ
く
し
郡
司
)
内

入
附
加
山
中
論
書
は
、
産
接
史
家
家
紋
議
へ
の

ね
ん
ぷ
保
管
湿
に
つ
い
て
は
各
総
合
的
加
に

徒
出
し
て
く
だ
さ
い
リ

wv
問
い
合
わ
せ
市
立
川
m
w
M
m
酬
は
だ
筆

家
前
是
認
へ
e

h

私
立
川
附
角
間
以
つ
い
て
は

各
保
脊
溺
ま
で
d

み
也
君
ん
的
マ
一
協
力
に
よ
り

支
出
す
ル

l
ん
か
ん
寸
ら
れ
る
よ
ワ
に
な

勺
ま
し
ん
が
、
ま
だ
理
解
き
れ
之
い
な

い
と
ニ
ろ
も
あ
り
ま
す
"
今
川
酬
は
、
こ

ん
な
疑
問
同
を
と

η
あ
げ
て
み
ま
L
た

ゴ
ミ
の
滅
脇
離
が
A
W
榔
微
な
わ
け
は

物
内
奴
か
さ
や
時
い
休
日
て
に
よ
り
コ

ゴ
ミ
叫
械
に
は
必
ず
名
前
一
容
密
き
ま
し
ょ

う
α

ダ
ン
ポ

i
ル
は
資
源
。
蒙
健
ゴ
ミ

的
自
記
は
出
容
な
い
で
く
だ
会
い
。

、
、
内
問
叫
が
柿
崎
、
え
る
剛
山
に
あ
づ
ま
す
“

ゴ
ミ
的
決
リ
砥
辻
、
取
り
あ
る
宏
明
聞
を
符

絡
に
山
間
六
ゴ
ミ
M
U
埋
校
用
音
節
約
し

L

令
っ
と
す
る
h

め
て
す
、

ゴ
ミ
を
出
品
空
待
問
問
は

収
集
』
訪
日
約
制
作
。
時
的
分
ま
で
に
法

的
h
v

れ
た
ス
ラ
i
ノ
J

3

ン
に
出
し
て
く

だ
き
い
ο

wv
酬
問
い
合
わ
鴬
せ
活
環
境
諜

官
(
貯
)
0
0
1
5

十
問
け
の
ホ
ば
に
開
発
戸
内
五
本
松
公

織
を
絞
れ
札
る
と
也
こ
ん
も
り
と
茂
っ
た

科
内
中
め
草
む
ら
に
、
秋
的
犯
が
ぬ
と

り
ど
り
の
装
い
で
咲
急
料
品
れ
て
い
h
f

、

中
で
も
、
と
げ
の
あ
る
然
、
と
れ
ね
緑
色

町
花
で
身
を
飾
っ
た
ノ
ハ
ラ
ア
ザ
ミ
め

中
市
町
は
人
臼
骨
引
い
た
G

?
}
め
ア
岬
リ
え
は
花
山
捌
か
8
!
凶
R

凡
寝

ノハラ戸ザミ

告
卓長
て'~ Jt時 i!j"
ニ沼内
わ放駅
れ震回
Jときだ」
れや
て駐
い諮
るま詩
的 fl'l
較に

〈さく終〉

ど
を
将
坦
に
撤
去
し
ま
す
ι

め
1
遊
間
同
千
引
に
管
ι
品
目
礼
ケ
ン
ル
}
が
つ

け
て
あ
り
ま
す
c
あ
な
た
の
依
っ
て
い

る
自
転
車
に
繁
祭
礼
か
つ
い
て
い
ま
し

た
旬
、
と
り
は
ず
し
て
〈
だ
さ
い
η

wv
機
器
開
M
m
械

。
け
月
間
日
代
v

掛
チ
訳
、
東
我
何
怜
rナ
耐
帆

ぬ
け
丹
悶
悶
光
J

J

ム
口
駅
、
湖
北
奴
北
口

給
付
月
刊
削
除
め
佐
駅
新
木
町
円
減
殺

仰
仇
古
附

U

V
間
同
レ
合
わ
せ
市
山
氏
生
治
総

⑩ 

年

率

調

整

等

説

明

会

令
部
も
ま
K
F
T京
湾
整
的
特

燃
が
、
や
コ
て
き
ま
し
た
ρ

持

率
的
、
と
な
が
ら
年
末
終
絞
め

牟
織
は
万
全
で
し
ょ
フ
か
4

仙川

税
務
翠
で
は
ョ
次
的
日
刊
m
T年

末
謁
祭
説
明
会
合
問
問
川
慨
し
ま
す
門

年
末
務
純
ば
に
必
惨
な
問
問
然
増

f
A
み
み

ー
時
川
山
分
か
、
り
3
時
山
一
分
我
同
市
4
4中市

以
内
命
的
時
間
月

4
a
(壷
)
午
後
2
時
か

いり
4
時
的
出
丈
化
会
館

wvm
問
い
合
わ
せ
拍
夜
務
事
内

官
〈
日
叩
~
2
3
2
E

ミ

パ

花

開
会
機
内
状
一
庁
以
い
と
い
る
方

以
吋
年
末
総
務
関
係
諸
用
紙
務

ぷ
お
い
を
切
り
と
り
出
要
郎
教
を

記
入
の
フ
え
ご
持
事
一
〈
h
I
一
患
い

守口
H

開
恒
何
同
月
3
n
帥
{
木
〉
午
後
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任

期

満

7
に

伴

う

我

銭
7
7
市
議
会
議
機
同
一
銭
選
挙
か
、
村
川
同
月
刊
日
臼
(
臼
)
午
前

7
跨

か
ら
筋
肉
ぬ
か
所
の
附
組
側
紙
一
餅
で
一
斉
に
行
わ
れ
科
、
邸
包
問
問
亜
硫
の
付
結
果
、
同
日
午
後
村
山

人
の
新
総
鈴
が
淡
絞
り
設
し
た
。
出
納
額
融
問
段
の
市
内
訳
は
規
路
お
入
、
新
人

5

入
。
任
制
問
は
刊
は
月
号
門
的
か
ら
で
、
会
後
ヰ
年
糊
側
、
市
民
の
代
表
と
し
て
市

て

い

数

殺

す
e

捕
臨
ん
必
抗
議
謀
議
同
地
、
臨
吋
協
抑
制
問
の
繰
る
本
〈
燦
は
も
た
だ
ら
れ
絞

と
ど
絞
り
、
併
問
問
闘
の
務
撒
蹴
噛
磁
4
t
o
M
-
M桝
V
均
一
ト
悶
り
欲
し
い
は
。

3

年

後

り

に

泣

議

席

う

ま

る

件

r生
数
一
以
九
に
だ
し
注
入
い
か
立
一
摂
抽
出
し

て
争
わ
れ
た
市
議
会
議
員
一
一
辺
挙

!
i午

後
7
料
付
加
分
か
ら
治
問
パ
掠
育
館
で
一
行
わ

れ
た
絞
殺
作
業
は
徐
州
問
に
進
み
、
同
時

滋
U

ろ
に
は
新
し
い
節
炎
め
代
表
児
人
が

当

3
4
4
8

畠↓

2
1
3
8

浅

2
9
1
5

幾

2
5
9
1

滋

I
S
1
3

出吋

1
昆

1
4

向
調

1
7
S
5

滋

1
7
5
8

滋

1
8
7
1

単
調

1
8
4
7

滋

1
8
1
8

当

1
8
1
2

当

1
5
7
7

当

1
4
7
7

当

1
4
7
2

当

1
4
6
2

当

1
4
8
5

印

中

南

安

ね

無

現

小
林

T
I
伐

幻

公

現

地

日

島

帯

市

鈎

無

現

浮

川

武

彦

必

然

環

山
市
送
際
忠
道
町
叩

v

一雄、ヤ萌

校

辺

氷

山

川

幻

絞

殺

初

出

火

佼

必

然

持

制

掛

川

底

ム

山

市

川

判

後

続

ト
ヘ
よ
γ

U

M

川

内

b

m
け

れ

ua

f

?

"

4

会

a
f

3
け
悶
州
民
子
州
制
仏
持
続

η1
リ

ネ

3

L

j

同

U

申

3
1
J
3

山

崎

山

千

幻

山

炉

問

問

パ
づ
け
は

t
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